拝啓
　若葉の候、貴社ますますご発展のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、心より御礼申し上げます。

さて、このたびは弊社と特別契約の締結を快くご承諾いただきましたこと、大変有り難く深く感謝申し上げます。これにより弊社への一層の信用もでき、今後の社運発展に大きく作用することと確信いたしております。誠にありがとうございました。

今後は厚い信頼にお応えすべく、貴社の力となるよう大いに努力いたす所存でございます。なにとぞ、末永いご愛顧を賜わりますよう、お願いいたします。

本来なら参上すべきところ、略儀ながら書中を以て御礼のご挨拶を申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　

敬具
　○○年○○月○○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○○株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○○部　○○○○○

○○○○○○○　○○-○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○○○○○株式会社

　　○○○○○課長　○○○○○様







